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～役場の組織が一部変わりました～
昭和村における課題や将来の展望を見据え、第 5次振興計画に掲げる
目標の実現を目指すため、組織・機構の一部を見直し、4月 1日より役
場の組織が次のように変更になりました。
※青字が変更箇所

行 政 組 織 図

総務課
総務企画係

消防、防災、防犯、財政、交通、
選挙(選管）、連絡員、広報・広聴、
生活バス、統計、振興計画、防
災無線、空き家対策、情報通信
関係 (光ネットワーク）、地域
づくり

☎ 57-2111 役場１階

住 民 係
税務、戸籍、住基、国民年金、
国民健康保険、後期高齢者医療、
窓口業務

☎57-2113(税務 )

☎57-2115(戸籍 )
役場１階

産業建設課 産 業 係 農林水産業、地域営農活性化、農業委員会、土地改良区 ☎ 57-2117 役場１階

観光交流係 観光全般、定住、道の駅、温泉施設、商工業、都市農村交流 ☎ 57-2124 役場 1階

建 設 係
道路、橋梁、河川、公営住宅、
災害復旧、水道、下水道、
除雪、水防

☎ 57-2123 役場 1階

保健福祉課 保 健 係
生活困窮者支援、健康教育、
健康診査、予防接種、環境衛生、
地域包括支援センター

☎ 57-2646

☎ 57-2648
すみれ荘

福 祉 係
介護保険 ( 徴収以外）、児童福
祉、母子・父子・障がい者・
高齢者福祉

☎ 57-2645 すみれ荘

診 療 所 内科診療、歯科診療 ☎57-2255(内科 )
☎57-2643(歯科 ) すみれ荘

保 育 所 乳児・幼児及び児童保育 ☎ 57-2207 昭和保育所

出納室

教育委員会

議会事務局

教 育 係 教育委員会、学校教育、文化財、社会教育、社会体育 ☎ 57-2114 公民館 1階

各種現金出納、基金 ☎ 57-2159 役場 1階

議会運営全般 ☎ 57-2198 役場 2階

からむし
振興室 からむし関連事業、生活工芸振興 ☎ 57-2116 からむし

会館１階
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昭
和
村
役
場
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

の
で
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。な
お
、係
名

変
更
に
伴
う
異
動
に
つ
き
ま
し
て
は
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
新
＝
新
任
、前
＝
前
任
）

▼
五
十
嵐

賢
仁

新
：
会
計
管
理
者(

兼)
出
納
室
長

前
：
教
育
委
員
会
教
育
次
長(
兼)
公
民
館
長(

兼)

学
校

   

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

▼
本
名

久
喜

新
：
総
務
課
長(

兼)

安
全
運
転
管
理
者(
兼)
選
挙
管
理

   

委
員
会
書
記
長

前
：
産
業
建
設
課
長(

兼)

地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

       

ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー(

兼)

農
業
委
員
会
事
務
局
長

       (

兼)

昭
和
村
土
地
改
良
区
出
向

▼
栗
城

進
也

新
：
産
業
建
設
課
長(

兼)

地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

       

ク
ト
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー(

兼)

農
業
委
員
会
事
務
局
長

       (

兼)

昭
和
村
土
地
改
良
区
出
向

前
：
保
健
福
祉
課
長(

兼)

保
育
所
長(

兼)

国
保
診
療
所

       

事
務
長(

兼)

社
会
福
祉
協
議
会
出
向

▼
本
名

千
代

新
：
保
健
福
祉
課
長(

兼)

保
育
所
長(

兼)

国
保
診
療
所

       

事
務
長(

兼)

係
長(

兼)

社
会
福
祉
協
議
会
出
向

前
：
教
育
委
員
会
主
任
主
査(

兼)

教
育
係
長(

兼)

学
校

       

給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
係
長

▼
星

博
之

新
：
総
務
課
か
ら
む
し
振
興
室
長

前
：
総
務
課
主
任
主
査(

兼)

企
画
係
長

▼
齋
藤

理
史

新
：
教
育
委
員
会
教
育
次
長(

兼)

教
育
係
長(

兼) 

公
民
館
長

    (

兼)

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長(

兼)

給
食
係
長

前
：
総
務
課
主
任
主
査(

兼)

総
務
係
長

▼
星

憲
一

新
：
総
務
課
主
任
主
査(

兼)

総
務
企
画
係
長

前
：
国
保
診
療
所
主
任
主
査(

兼)

診
療
所
係
長

▼
五
十
嵐

敏
幸

新
：
保
健
福
祉
課
主
任
主
査(

兼)

福
祉
係
長(

兼)

保
育 

        

所
係
長

前
：
保
健
福
祉
課
主
任
主
査(

兼)

保
健
福
祉
係
長(

兼) 
        

保
育
所
係
長

▼
菅
家

弘
樹

新
：
産
業
建
設
課
主
任
主
査(

兼)

観
光
交
流
係
長

前
：
産
業
建
設
課
主
任
主
査(

兼)

建
設
係
長

▼
本
名

剛

新
：
産
業
建
設
課
主
任
主
査(

兼)

建
設
係
長

前
：
産
業
建
設
課
産
業
係
長(

兼)

地
域
営
農
活
性
化
プ

       

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

▼
永
戸

敦

新
：
保
健
福
祉
課
保
健
係
長(

兼)

主
任
介
護
福
祉
士

前
：
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係
介
護
福
祉
士

▼
山
内

康
次

新
：
産
業
建
設
課
産
業
係
長(

兼)

地
域
営
農
活
性
化
プ

       

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

前
：
総
務
課
総
務
係
主
査

▼
齋
藤

裕
子

新
：
国
保
診
療
所
主
任
看
護
師

前
：
国
保
診
療
所
看
護
師

▼
酒
井

明
子

新
：
保
健
福
祉
課
保
健
係
主
任
保
健
師

前
：
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係
保
健
師

▼
齋
藤

文
子

新
：
国
保
診
療
所
主
任
看
護
師

前
：
国
保
診
療
所
看
護
師

▼
菅
家

祐
博

新
：
総
務
課
総
務
企
画
係
主
査

前
：
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係
主
査

▼
五
十
嵐

邦
明

新
：
教
育
委
員
会
教
育
係
主
査

前
：
産
業
建
設
課
観
光
交
流
担
当
主
査(

兼)

奥
会
津
五

        

町
村
活
性
化
協
議
会
勤
務

▼
菅
家

一
枝

新
：
保
健
福
祉
課
福
祉
係
主
査

前
：
総
務
課
企
画
係
主
査

▼
上
杉

幸
子

新
：
国
保
診
療
所
主
事

前
：
総
務
課
住
民
係
主
事

▼
金
子

ま
き
え

新
：
総
務
課
か
ら
む
し
振
興
室
主
事

前
：
産
業
建
設
課
産
業
係
主
事(

兼)

土
地
改
良
区
出
向 

       (

兼)

地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

▼
山
内

翔
吾

新
：
総
務
課
住
民
係
主
事

前
：
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係
主
事

▼
髙
橋

侑
也

新
：
産
業
建
設
課
観
光
交
流
係
主
事(

兼)

奥
会
津
五
町

       

村
活
性
化
協
議
会
勤
務

前
：
総
務
課
総
務
係
主
事(

兼)

議
会
事
務
局
書
記

▼
馬
場

歩

新
：
産
業
建
設
課
産
業
係
主
事(

兼)

土
地
改
良
区
出
向

      (

兼)

地
域
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

前
：
産
業
建
設
課
建
設
係
主
事

【
新
採
用
】

▼
横
田

裕
子

保
健
福
祉
課
保
健
係
保
健
師

▼
齋
藤

彩
奈

総
務
課
総
務
企
画
係
主
事

(

兼)

議
会
事
務
局
書
記

▼
菅
家

良
太

産
業
建
設
課
産
業
係
主
事

【
退
職
】

▼
舟
木

幸
一

前
：
総
務
課
長(

兼)

安
全
運
転
管
理

 

者(

兼)

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

▼
齋
藤

美
紀
夫
前
：
会
計
管
理
者(

兼)

出
納
室
長

▼
水
野

江
梨

前
：
教
育
委
員
会
教
育
係
主
事
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塩
ノ
岐
村

馬
場
三
造

『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
の
明
暦

二
年（
一
六
五
六
）の
記
録
に
、「
若

松
御
用
二
百
二
疋
（
ひ
き
）
御

家
中
入
用
九
九
疋
」
が
会
津
藩
の

命
令
に
よ
り
、
塩
野
俣
組
（
只
見

町
塩
ノ
岐
）
の
郷
頭
・
源
三
郎
に

よ
り
、
伊
南
・
伊
北
四
組
よ
り
麻

布
が
買
い
集
め
ら
れ
ま
し
た
（
福

島
県
立
医
科
大
教
授
・
丸
井
佳
津

子
「
近
世
中
期
の
大
名
預
所
に
つ

い
て
」）。
ま
だ
奥
会
津
一
帯
で
の

か
ら
む
し
栽
培
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
か
ら
む
し
の
栽
培
は
延
宝

二
年
（
一
六
七
四
）
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
（『
図
説

会
津
只
見
の

歴
史
』
一
九
七
〇
年
刊
、
二
二
四

ペ
ー
ジ
。
田
島
町
史
編
さ
ん
室
長
・

室
井
康
弘
執
筆
、
会
津
史
学
会
・

山
口
孝
平
監
修
）。

昭
和
村
で
の
か
ら
む
し
の

栽
培
の
記
録
は
、
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）
の
中
向
の
畑
証
文

に
「
か
ら
む
し
・
青
苧
畑
」（
佐
々

木
太
市
家
文
書
・
福
島
県
立
博
物

館
蔵
）
と
い
う
も
の
が
最
古
の

記
録
で
す
。
ま
た
昨
年
に
新
発

見
と
な
っ
た
上
平
の
菅
家
和
孝

さ
ん
の
文
書
で
は
、
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）
の
青
苧
畑
・
か
ら

む
し
畑
の
書
面
が
出
て
き
ま
す
。

ヲ
（
ア
サ
）
の
栽
培
が
古
く
か

ら
続
い
た
な
か
で
、
野
尻
組
（
昭

和
村
）
で
も
江
戸
時
代
の
中
期
の

二
百
六
十
年
前
頃
に
は
か
ら
む
し

が
会
津
藩
に
よ
り
導
入
推
進
さ
れ

産
地
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
小
千
谷
縮
が
発

明
さ
れ
江
戸
で
の
需
要
が
拡
大
し

た
時
期
に
重
な
り
ま
す
。
奥
会
津

の
か
ら
む
し
原
料
が
送
ら
れ
布
に

織
り
あ
げ
商
品
化
す
る
越
後
小
千

谷
も
、
会
津
藩
預
か
り
地
で
代
官

所
が
置
か
れ
、南
山
御
蔵
入
領
（
原

料
産
地
）
と
合
わ
せ
た
産
業
政
策

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
形
県
内
の
最
上
苧
（
山
形
市

周
辺
）、
米
沢
苧
よ
り
最
後
発
の

会
津
苧
（
大
芦
苧
）
は
、
後
発
の

た
め
「
カ
ゲ
ソ
」
の
発
明
に
よ
り

品
質
第
一
の
産
地
と
し
て
『
北
越

雪
譜
』（
天
保
八
年
・
一
八
三
七
）

に
も
鈴
木
牧
之
に
よ
り
記
載
さ
れ

ま
す
。
根
元
か
ら
ウ
ラ
ま
で
長
い

苧
で
あ
る
も
の
を
、
長
さ
を
三
尺

八
寸
に
切
り
詰
め
座
敷
（
室
内
）

で
陰
干
し
す
る
「
カ
ゲ
ソ
」
は
、

そ
れ
ま
で
の
他
産
地
の
屋
外
の
天

日
干
し
の
長
苧
と
は
異
な
る
品
質

哲
学
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
か
ら

む
し
（
青
苧
）
は
越
後
に
出
荷
さ

れ
ま
す
が
、
ヲ
（
ア
サ
）
は
域
内

で
集
荷
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
江
戸
時
代
の
初
め
よ
り

伊
北
（
い
ほ
う
・
只
見
町
）
の
塩

ノ
岐
に
は
こ
の
一
帯
を
治
め
た
馬

場
仁
右
衛
門
が
お
り
、
寛
永
十
八

年
（
一
六
四
一
）
の
白
峯
銀
山
は

会
津
領
で
あ
る
こ
と
等
、
公
益
の

た
め
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

も
仁
右
衛
門
こ
と
「
月
山
道
江
居

士
」
の
巨
大
な
供
養
碑
が
八
乙
女

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
飯
塚
恒
夫

『
南
会
津
の
あ
ゆ
み
』
二
〇
〇
五

年
）。
ア
サ
の
集
散
地
と
し
て
塩

ノ
岐
は
政
治
的
に
も
歴
史
的
背
景

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

平
成
六
年
か
ら
『
広
報
た
だ

み
』
に
連
載
さ
れ
た
「
明
治
初
期

の
商
業
」
は
故
・
酒
井
淳
氏
に
よ

る
執
筆
で
す
。
酒
井
氏
は
『
昭
和

村
の
歴
史
』
も
執
筆
さ
れ
、
若
松

の
教
育
長
も
さ
れ
た
方
で
伊
南
村

出
身
で
す
。
こ
の
記
事
に
明
治

六
年
（
一
八
七
三
）
の
「
塩
ノ

岐

馬
場
三
造
」
の
「
金
銭
出
入

帳
」
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
三
造
（
三
蔵
と
も
）
は
、

奥
会
津
一
帯
の
ア
サ
を
買
い
集
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
買
付
資
金
は

白
沢
村
（
伊
南
村
）
の
羽
染
惣
六

（
大
宅
宗
吉
南
会
津
町
長
の
生
家
）

が
貸
し
て
い
ま
す
（『
伊
南
村
史

第
三
巻
』
六
八
一
ペ
ー
ジ
）。

小
中
津
川
の
高
砂
屋
束
原
善

六
、
中
向
の
弥
惣
治
・
惣
平
、
浅

岐
の
亀
太
郎
、
滝
谷
の
吉
六
、
滝

原
の
長
吉
な
ど
が
そ
の
土
地
の
物

産
（
ア
サ
、
生
糸
、
ぜ
ん
ま
い
な

ど
）
を
買
い
集
め
吉
尾
峠
経
由
で

塩
ノ
岐
へ
荷
を
送
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
五
年
一
月
三
十
一
日
に

只
見
町
教
育
委
員
会
の
所
蔵
資

料
調
査
（
三
造
）
を
経
て
、
九
月

二
十
二
日
、
二
十
八
日
に
塩
ノ
岐

現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。
こ
の
二

月
十
二
日
に
塩
ノ
岐
柳
原
の
馬
場

敏
郎
さ
ん
（
昭
和
六
年
生
）
宅
に

て
、
初
代
三
造
の
居
宅
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
敏
郎
さ
ん
の

祖
先
の
三
四
郎
（
生
糸
扱
い
）
を

含
め
三
造
ら
は
「
三
軒
ウ
チ
」
で

物
産
扱
い
会
社
を
共
同
経
営
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
狩
猟
の
た
め

の
火
薬
や
弾
製
造
の
た
め
の
金
属

を
仕
入
れ
域
内
で
販
売
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代

に
小
中
津
川
の
束
原
善
六
家
（
高

砂
屋
）
は
、
特
に
「
善
六
麻
」
と

し
て
伊
南
川
流
域
の
大
福
帳
等
に

記
録
が
み
ら
れ
ま
す
。
後
代
の
善

六
に
つ
い
て
は
昭
和
村
公
民
館

前
（
日
の
出
電
気
脇
）
に
顕
彰
碑

が
建
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
江
戸

時
代
・
明
治
期
の
昭
和
村
内
で

の
「
を
・
か
ら
む
し
」
の
流
通
調

査
は
何
ひ
と
つ
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
基
礎
資
料
の
収
集
・
保
全
・

解
読
と
、
い
ま
だ
、
多
く
の
課
題

を
残
し
て
い
ま
す
。

▶
馬
場
三
造
金
銭
出
入
帳

▲塩ノ岐 馬場三造家の土蔵














